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かった．
Ⅴ．おわりに
　今回の活動により，調査前の現状は個人が持っ
ている情報が共有されていなかったが，情報シー
トを作成・使用し，得られた情報をアセスメント
シートへ入力することで，スタッフ間での情報の
共有化に繋がった．そして，統一した視点での情
報の収集と，スタッフ間での情報の共有ができた
ことで，退院支援の介入の漏れが減少した．
　スタッフによるアセスメントシートの記載率は
上昇したが，最終目的である退院支援のアセスメ
ント力が向上されたという評価ができなかったこ
とが課題である．現在も退院スクリーニングシー
トのパトロールを継続実施中である．今後は調査
結果を分析し，患者に適したアセスメント評価と
対策を考えていきたい．
